


【講義】 

 

最初に、講義「洪水の恐怖 -命をいかに守るか-（講師：呉修一）」を行い、大学の講義の雰囲気を体験

してもらうとともに、最近の水害の問題点や温暖化のメカニズムを学習してもらった。特に、洪水、津

波が恐いのは、段波（だんぱ）のためである事を、極めて多くの実験・現地動画を駆使することで、中

学生でも理解できるような講義を行った。また、地球温暖化の問題に関して、様々な国際情勢や政治問

題、大人たちの経済優先路線などの話も絡めて、中学生でも興味をひくような内容となるように、多く

の工夫を行った。 

 

【体験実習】 

 

自分の家や学校などが、洪水発生時にどのような状況になるのか？これを実際のハザードマップ、動

画・アニメーション、VRを通じて体験してもらうとともに、タイムライン・避難計画の策定を体験し

てもらった。また、当初はおやつタイムに、防災・非常食も試食してもらう予定であったが、コロナの

感染拡大防止のためにおやつタイムは中止した。その代わり、防災・非常食を見て確認してもらうとと

もに、避難時に用意するものを考えてもらう体験実習を別途行った。 

 また、大学内の施設（講義室、研究室、水理実験室など）の見学も行った。 

 

具体的には以下のスケジュールの内容を行った。 

 

10:00～10:15 開講式（挨拶、オリエンテーション、科研費の説明） 

 

10:15～11:00 講義「洪水の恐怖 -命をいかに守るか-（講師：呉修一））」 

 

11:15～12:00 体験実習①「避難時に持参する避難グッズを考えてみよう！」 

 

12:00～13:00 ランチ（お弁当支給）（座談会はコロナ感染拡大防止の観点から中止） 

 

13:00～13:45 体験実習②「洪水ハザードマップを VR で見て実際に水害を体験してみよう！」 

 

13:45～14:30 体験実習③「自分と家族の防災計画を策定してみよう！」 

 

14:45～15:15 ディスカッション・修了式（大切な人・地域を守るための防災宣言の採択） 

 

15:30 終了、解散（その後、研究室・実験室見学を実施） 

 

 

参加者からは、防災に関する多くのことを学ぶことが出来たと好評を頂いている。特に VR を用いた洪

水の体験から、富山の地形（立山から富山湾までのダイナミックな変化）と氾濫平野での洪水の広がり

などを初めて実感することが出来たなど、好意的な意見を頂いている。しかしながら、中学生、高校生

の合同での実施ということもあり、中学生には難しいところがあったかもしれないので、その点は今後

の反省材料として改善していきたいと思う。 

 



 

また、参加中学（高岡市立中田中学校）の要望で、別途 57名を対象に簡易版セミナーを 11/5 に実施し

た。この様子は、北日本新聞(11/6 朝刊)、富山新聞(11/6 朝刊)、北陸中日新聞(11/6 朝刊)で紹介さ

れている。 

 

今後もこのような防災教育の継続的な実施を通じて、科研費の研究成果の地域社会への公開・還元を積

極的に推進していきたいと考えている。 




